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社会福祉法人 江田島市社会福祉協議会 

第５次 地域福祉活動計画 
ダイジェスト版 

◆基盤強化計画 

（1）職員の適正配置と計画的な採用 

（2）人材育成の強化 

（3）働きやすい職場環境の整備 

目
的 

： 

地
域
福
祉
の
推
進
を
継
続
で
き
る
組
織 

２．財務強化 

（1）行政との連携強化 

（2）意思決定機能および執行機能の強化 

（3）包括的支援体制の強化 

（4）危機管理体制の強化 

（5）広報活動の強化 

（1）介護保険・障害者福祉サービス事業 

収入の増収に向けた取組み 

（2）補助金・委託金の安定確保 

（3）社協会費、募金等の協力者を確保 

（4）費用対効果の意識の定着 

１．組織運営 

３．人材確保・育成 

◆計画の期間 

第４次計画 第５次地域福祉活動計画 第 6次計画 

策定 策定 

お問合せ先 

社会福祉法人 江田島市社会福祉協議会 

〒737-2302 広島県江田島市能美町鹿川 2060番地 

電話：0823-40-2501  FAX：0823-40-2502 
 

◆地域福祉活動計画とは？◆ 

 江田島市社協では、平成 19年度に第１次地域福祉活動計画を策定し、この計画が第５次計画と

なります。 この計画は、これからの地域づくりに関する具体的な取り組みについて、地域住民の皆

さんと一緒に考えてカタチにしたものです。江田島市社協としても、この計画を中心として地域福

祉活動を推進していきますので、今後ともご理解とご協力をお願いいたします。 

令和７（2025）年度～令和 12（2030）年度 



 

 

 行政計画の「地域福祉計画」と、民間計画の「地域福祉活動計画」、両計画の関係性は、自転車の両輪に例えられる 

ことが多く、自転車を漕ぐのは「住民」、推進力のある後輪を「地域福祉計画」、方向性を定める前輪を「地域福祉活動 

計画」として、それぞれが一体となることで、福祉のまちづくりが進むと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の目標 活動方針 

目標① 

お互いが助け合う活動を応援 

・移動問題に対する解決策を住民と一緒に考えます。 

・日常生活の困りごとはしおかぜネットを積極的に活用します。 

・災害時にも助け合える地域づくりをすすめます。 

目標② 

住み慣れたまちで安心した生活を応援 

・地域内の見守り活動を推進して、困りごとや異変などにいち早く気付けるまちづくりをす 

すめます。 

・住民に身近な相談窓口、相談できる場をつくります。 

・認知症や障がいがあっても、その人らしく生活できるよう様々なサービスで支援します。 

・生活に困窮されている世帯の生活再建を支援します。 

目標③ 

誰もが集える居場所＆機会を応援 

・地域内で誰でも自由に参加でき、誰かと繋がれる多様な場（機会）をつくります。 

・地域住民同士が集い交流できる場づくりをすすめます。 

目標④ 

地域で活躍する人を応援 

・みんなに役割と出番がある地域づくりをすすめます。 

・江田島市内の雇用を促進して地域定着をすすめます。 

・福祉・介護の職場の人材確保に努めます。 

目標⑤ 

江田島市の魅力を再発見 

・江田島市の魅力を活かした福祉教育をすすめます。 

・自分達の地域の魅力を再発見できる取組みをすすめます。 

・江田島市の福祉活動を広く周知していきます。 

目標⑥ 

小地域福祉活動を応援 
・小地域福祉活動計画の実現をすすめます。 

江田島町スローガン 

◆小地域福祉活動計画 

第５次地域福祉活動計画 

小地域福祉活動計画 

地域福祉推進計画 

基盤強化計画 

江田島町、能美町、沖美町、大柿町の４つの町域ごと

で、住民の皆さんと一緒に策定した計画。 

「自分達の町の将来像は？」「こんな地域にしていきた

い」という皆さんの想いをカタチにしました。 

 

地域の皆さんと一緒に考えた「６年後の地域の姿～

こんな地域になったら良いな～」を実現させるため、

江田島市社協としての事業推進方針を示しました。 

地域福祉を推進するために必要な、江田島市社協自

身の組織や体制の在り方を示しました。 

◆第５次地域福祉活動計画の構成 

沖美町 地区 

～地域の課題～ 
・買い物に困る 

・交流の場が欲しい 

・選ばれるまちになるためには？ 

～解決のアイデア～ 
・「移動販売拠点のサロン化」 

・「井戸端スポットをつくろう」 

・「育てる地図（マップ）をみんなでつくる」 

沖美町スローガン 

大柿町 地区 

（お）たがいに助け合い 
（き）ずなが強い 
（み）りょくあふれるまち 

おきみ町 

（お）となも、子どもも 
（お）たすけマン 
（が）っこうも地域も 
（き）ずなでつながる 
          おおがき町 

～地域の課題～ 
・買い物に困る 

・自然を活かした学びの場が欲しい 

・若い人たちを地域活動に巻き込みたい 

～解決のアイデア～ 
・「買い物お助けマン」 

・「おおがき町デイキャンプ」 

・「町民まつりを開催」 

 

大柿町スローガン 

能美町 地区 

みんなが（の）びのび 
みんなが（う）け入れられる 
みんなで（み）りょくある 

まちづくり 
のうみ町 

～地域の課題～ 
・移動に困る 

・既存の団体間の交流が欲しい 

・若い人たちを地域活動に巻き込みたい 

～解決のアイデア～ 
・「ライドシェア」 

・「認知症カフェの輪を広げる」 

・「仮装大会（ハロウィン）で家をまわる！」 

能美町スローガン 

江田島町 地区 

認め合（え）て 
（た）すけ合えて 
（じ）ぶんらしく 

くらせる（ま）ち 
えたじま町 

～地域の課題～ 
・買い物が難しい 

・地域の担い手不足 

・住民同士の交流の場が不足 

～解決のアイデア～ 
・「サロン de 買い物ツアー」 

・「担い手人材バンク」 

・「多世代交流の場」 

◆地域福祉推進計画 

◆計画の位置づけ（第４次江田島市地域福祉計画との関係性） 

ペダル漕ぐのは「住民」 

住民主体 

方向を決める 

地域福祉計画 
（行政計画） 

地域福祉活動計画 
（民間計画） 

連携・協力のイメージ 

後押し 


